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リスク総点検
管理番号

リスク存在箇所 リスク内容 対応概要
今回の
ｽﾃｲﾀｽ

１９－２
1/2号排気筒ドレンサン
プピット

・排気筒に降った雨がサンプピットに流入し、
ピットから溢水し、流出

• 仮設設備によるサンプピットからの排水対策を実施す
る。

対策
実施中

１１０ サブドレンピットNo.16

・ピット内から周辺地下水への
流出

・豪雨時等の地下水位上昇による溢水

• サブドレンＮｏ１６ピットの水を汲み上げし、放射能
濃度等の監視を継続。

• 近傍の1/2号排気筒を含め、周辺状況の対策の検討を
行う。

対策
実施中

９３～１０２ 溜まり水のあるトレンチ

・津波による建屋滞留水増加により溢水
・トレンチ壁の劣化等により地中に漏出

• 建屋に接続しているトレンチについては溜まり水点検
結果等に基づき，汚染水の漏えいリスクや建屋への水
流入リスク，現場状況を勘案し，順次，溜まり水除
去・充填の対応を実施。

対策
実施中

リスク総点検において、１９０項目（液体漏出：１５９項目、ダスト発生：３１項目）について抽出し、体系的に整理
した（２０１５年４月２８日公表）。

■個別対策の実施状況

対策が完了していない件名のうち、液体の放射性物質濃度が高いことから対策の優先順位が高い件名や、過去に個
別に状況報告した件名の主な進捗について下表に示す。

概要
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■１／２号機排気筒ドレンサンプピットのリスクは排気筒本体を含めた以下のリスクに対する低減対策を講じ
る必要がある。
・過去に排気筒斜材の破断が確認されていることから損傷の進行リスクがある。
・降雨により排気筒からサンプピットへの流入リスクがある。

具体的には排気筒の解体を行い、あわせて排気筒への雨水流入を防止することで、排気筒本体及びドレンサ
ンプピットのリスクを低減する検討を進めており、これら対応状況として今回は以下について報告する。

①排気筒解体の検討の為に行う周辺線量調査の結果
②解体まで定期的に損傷状況を確認する年次点検の結果
③サンプピットに排水設備を設置し汚染水漏えいを抑制する対策の状況

1/2号機排気筒の周辺作業状況

1/2号機排気筒の周辺作業状況について

①周辺線量調査

排気筒の解体予定範囲
を主とした線量調査

②年次点検

破断部を含めた排気筒
全体の状況調査

解体予定範囲

③排水設備の設置

サンプピットからの汚染水漏洩
抑制対策として排水設備設置

2



１．調査状況

■調査目的

１/２号機排気筒の解体工法検討において、必要作業員数の想定、被ばく線量評
価、施工実現性を評価する検討条件の精度向上を目的に、9/23より排気筒の線量
率を小型無人飛行機（以下、ドローン）を使用し筒身の内部および外部調査を実施
した。

■調査結果

 排気筒外部の線量調査
・排気筒頂部（地上120ｍ）付近は、0.2～0.5mSv/h程度であり、地上に近いほ
ど線量率は上昇する傾向で地上30m付近では、0.5～1.5mSv/hであった。

・同一高度で筒身表面からの距離が異なる点の線量率に、大幅な変動はなかった。
・北面・南面・西面の測定結果より、北面・南面に比べ西面の線量率が小さい傾向であった。
・上記により、筒身自体が高線量の線源になっている可能性は低いと考えられる。

 排気筒内部の線量調査
筒身内への線量計落下事象を踏まえ、排気筒上部からカメラを使用して調査を行っ

たが、筒身内に支障物が確認されたため、今後、筒身内部の線量調査は実施せず、こ
れまでに実施した筒身外部の線量調査結果より排気筒の解体工法検討を実施する。

①周辺線量調査
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２．排気筒周辺線量調査について

■線量計を取り付けたドローンを使用し、有人作業が想定される箇所の線量状況を把握することを目的に、排気筒周辺の
線量率を調査する。

測定イメージ

測定手順

①線量計を機体に取り付け
②機体搭載カメラ映像及びGPS
情報から測定点①へ飛行

③機体高度情報を基に次の測定
ポイントまで上昇

④最終ポイント測定後帰還

解体予定範囲

①周辺線量調査
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３．排気筒周辺線量調査結果（１／３）

■排気筒の北面・南面・西面について、下表の高度毎に筒身表面から異なる距離の線量率測定を実施
→頂部から下部に行く程、線量率は上昇する傾向。北南面に対し、西面は線量率が低い。

120[m]

111[m]

100[m]

106[m]

86[m]

76[m]

67[m]

55[m]

30[m]

44[m]

94[m]

調査日：2016年９月２４日～２５日
※測定高度は、小型無人飛行機の高度計をもとに計測して
いるため、若干の誤差はあります。（P5～7共通）

西エリア

北エリア 南エリア

測定位置（立面） 測定位置（平面）

6 7 8 9 10 11 15 6 7 8 9 10 11 15 6 7 8 9 10 11 15

120 0.22 0.22 0.39 0.39 0.38 0.40

111 0.22 0.23 0.40 0.44 0.39 0.40

106 0.22 0.24 0.43 0.45 0.48 0.50

100 0.22 0.25 0.45 0.53 0..47 0.50

94 0.23 0.25 0.52 0.55 0.56 0.51

86 0.29 0.26 0.55 0.64 0.72 0.57

76 0.29 0.30 0.58 0.67 0.63 0.59

67 0.33 0.30 0.60 0.68 0.64 0.71

55 0.42 0.39 0.90 0.88 0.81 0.83

44 0.43 0.40 0.90 0.87 0.64 0.82

30 0.51 0.48 0.90 0.89 1.30 1.19

南エリア_線量率[mSv/h]

筒身表面からの距離[m] 筒身表面からの距離[m] 筒身表面からの距離[m]
測定高度
［m］

西エリア_線量率[mSv/h] 北エリア_線量率[mSv/h]

6m

15m

筒身表面からの距離

①周辺線量調査
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調査日：2016年10月４日～５日

４．排気筒周辺線量調査結果（２／３）

■排気筒の北面・南面・西面について、下表の高度毎に筒身近傍の点の線量率測定を実施
→頂部から下部に行く程、線量率は上昇する傾向。南北面に対し、西面は線量率が低い。

115[m]

80[m]

73[m]

59[m]

51[m]

高度
0[m]

35[m]

測定位置（立面） 測定イメージ

115 0.22 4.1 0.43 4.1 0.51 4.1

80 0.29 4.1 0.68 4.1 0.48 4.1

73 0.31 4.5 0.70 4.5 0.57 4.5

59 0.61 5.0 0.92 5.0 0.77 5.0

51 0.91 5.8 1.07 5.8 0.83 5.8

35 0.76 7.0 1.36 7.0 1.50 7.0

筒身から

の距離[m]

線量率

[mSv/h]

筒身から

の距離[m]

線量率

[mSv/h]

測定高度

[m]

西エリア 北エリア 南エリア

線量率

[mSv/h]

筒身から

の距離[m]

①周辺線量調査
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調査日：2016年10月7日

30[m]

20[m]

10[m]

25[m]

15[m]

高度0[m]

５．排気筒周辺線量調査結果（３／３）

測定位置（立面） 測定位置（平面）

■排気筒下部の線量率として、北面・西面の主柱付近の線量率測定を実施

30 0.55 12 0.53 16

25 0.54 13 0.54 16
20 0.64 14 0.50 16
15 0.50 15 0.50 16
10 0.52 15 0.41 16

測定高度

[m]

北西部 北西部

線量率

[mSv/h]

筒身から

の距離[m]

線量率

[mSv/h]

筒身から

の距離[m]

①周辺線量調査
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６．排気筒筒身内部調査について

■排気筒上部からズーム機能付きカメラを使用して筒身上部の
支障物の有無を確認した。
調査実施日：2016年10月20日（水）

ズーム機能付きカメラを使用した調査方法のイメージ

35m盤

ﾄﾞﾛｰﾝ既存部品
（パイプ）

ｽﾞｰﾑ対応
カメラ 高輝度照明

カメラ・照明取付概略図

カメラ支持
部品

①周辺線量調査

8



７．排気筒 筒身内部調査結果について

■排気筒頂部には、吊り金物以外に支障物は確認されなかったが、頂部から約20ｍ下に

図面には記載のない支障物が確認された。

＜確認されたもの＞

・排気筒頂部に約150mmの吊り金物

・塗装劣化による腐食箇所

・排気筒筒身の溶接線

・排気筒頂部から約20m地点に梁らしき部材

梁らしき部材

吊り金物取り付け状況

筒身内部状況排気筒頂部状況筒身頂部模式図

吊り金物

溶接線

吊り金物

梁らしき部材

塗装剥がれ
（所々有）

吊り金物約
20
ｍ

（地
上
か
ら
約

ｍ
）

100

①周辺線量調査

塗装はがれ
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福島第一原子力発電所1/2号機排気筒については、2013年8月に実施した点検（初回点検）により、地上66ｍ付近に斜材の

破断事象が確認された。

本事象を受けて排気筒の変形・破断箇所の状態を確認するため、1回／年の目視点検を行っている。

１．1/2号機排気筒点検について

②年次点検

#1
#3 #4#2

R/B

T/B T/B

旧事務本
館

情報棟

旧水処
理建屋

R/B 燃料取出
しカバー

T/B T/B

Rw/B

Rw/B

#3/4超高圧開閉
所

共用プール建屋
高温焼却炉
建屋

Rw/B
Rw/B

R/B

Ａ

R/B

物揚場

①北面

②東面

③南面

1/2号機排気筒

写真撮影位置

高台（35m盤）
④西面
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初回点検時に確認された変形・破断箇所以外に新たな損傷等は確認されなかった。

また、変形・破断箇所も有意な変化は確認されなかった。

撮影状況

２.点検結果

②年次点検

■点検方法

１．現地調査

地上から望遠カメラを使用し、排気筒の各方向から撮影を実施

２．画像分析

撮影した写真を初回点検時（2013年8月）の写真と比較し、

点検個所の有意な変化の有無を確認

■使用機材

デジタル一眼レフカメラ（三脚使用）

望遠レンズ（75mm～200mm，200mm～400mm）

■点検期間

2016年9月27日・28日（現地調査）

※調査完了後画像分析を行い，初回点検時の写真と比較
する作業を実施

＜点検概要＞
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南側から撮影した全景写真

破断及び変形と判断した箇所の例（2016年9月）

健全と判断した箇所の例（2016年9月）

健全箇所の例

破断箇所の例

変形箇所の例

３.健全箇所と破断・変形箇所の一例

②年次点検（参考）
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北面（初回 2013年8月） 北面（今回 2016年9月）

外側

内側

破断箇所：2箇所（北面：2箇所） いずれもGL+66m （ O.P.+76m）付近の斜材接合部

４.点検結果①北面（破断・変形箇所）

②年次点検（参考）
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東面（初回 2013年8月） 東面（今回 2016年9月）

外側

内側

変形箇所：2箇所（東面：2箇所） いずれもGL+66m （ O.P.+76m）付近の斜材接合部

５.点検結果②東面（破断・変形箇所）

②年次点検（参考）
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南面（初回 2013年8月） 南面（今回 2016年9月）

外側

内側

破断箇所：2箇所（南面：2箇所）
変形箇所：1箇所（南面：1箇所） いずれもGL+66m （ O.P.+76m）付近の斜材接合部

６.点検結果③南面（破断・変形箇所）

②年次点検（参考）
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西面（初回2013年8月） 西面（今回 2016年9月）

外側

内側

破断箇所：1箇所（西面：1箇所） いずれもGL+66m （ O.P.+76m）付近の斜材接合部

７.点検結果④西面（破断・変形箇所）

②年次点検（参考）
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写真撮影位置

（参考に東側立面を記載）

① 南側（GL100m付近）
接合部

④ 東側（GL19～30ｍ付近）
排気筒 筒身

③ 北側（GL19～30ｍ付近）
主柱・斜材

② 東側（GL94～82ｍ付近）
排気筒 筒身

①

②

③④

2016年9月撮影

８.点検結果⑤（健全と判断した部材の一例）

②年次点検（参考）
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N

北西側

南西側

⑤ 北西側（GL55～66m付近）

⑥ 南西側（GL55～66m付近）

写真撮影位置

2016年9月撮影

９.点検結果⑥（破断箇所を含む支持点間の状況）

②年次点検（参考）
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柱脚部については、鉄塔およびコンクリート基礎に異常は確認されていない。

写真撮影位置

① ②

③
④

※④南東側柱脚は高線量のため道路側から撮影

１０.点検結果⑦（柱脚部）

④南東側

②南西側①北西側

③北東側

2016年9月撮影

②年次点検（参考）

ケーブル
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破断箇所：5箇所（北面：2箇所 南面：2箇所 西面：1箇所）
変形箇所：3箇所（東面：2箇所 南面：1箇所）

いずれもGL+66m（ O.P.+76m）付近の斜材接合部

北側立面 東側立面 南側立面 西側立面

F

G

H

F

G

H

F

G

H

F

G

H

タービン建屋
との干渉によ
り撮影不可。
西側等から
確認。

2013年8月点検時破断箇所

②年次点検（参考）
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部
材
の
追
加
区
間

(O.P.+10m)

▼GL±0

O.P.+130.0m

O.P.+121.0m

1
2
0
.0
m

筒身

主柱材

斜材

水平材

補助材

O.P.+104.2m

O.P.+86.4m

O.P.+64.8m

O.P.+40.0m

9
.0
m

1
6
.8
m

1
7
.8
m

2
1
.6
m

2
4
.8
m

3
0
.0
m

A

B

C

D

E

F

G

H

J

K

I

L

地上部概要図

筒身

• 地上高さ：120m

• 筒身内径：φ3.2m

鉄塔

• 高 さ：111m

• 鉄塔幅：5.4m（頂部）、22.0m（脚部）

基礎

• 筒身部

フーチング基礎

• 鉄塔部

フーチング基礎＋ピア基礎

ピア基礎径：φ4.6m

ピア基礎長：約10m

 本排気筒は、高さ120.0m、内径3.2mの筒身を鋼管四角形鉄塔で支えた鉄塔支持型共

用排気筒である。

 鉄塔部は主に主柱材、斜材、水平材により構成されている。

（平面図）

基礎部概要図
（A-A断面図）

（B-B断面図）

ピア基礎

フーチング基礎

※ピア基礎とは…

構造物の荷重を地盤に伝えるための柱状の基礎。

1/2号機排気筒の概要

②年次点検（参考）
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【これまでの対応経緯】
 １／２号機排気筒周辺については，現在も雰囲気線量が高く調査が困難なエリアである

（最新の雰囲気線量は，2015年9月17日，10月26日公表済）
 水位・水質の調査及び排水設備の設置について、遠隔ロボット等による作業成立性を

モックアップにて確認し、7/25より現地準備作業を開始（2016年7月28日公表済）

 9/9にピット水位測定を実施し水位が約60cmであることを確認（2016年9月9日公表済）

 9/14にピットから２号機廃棄物処理建屋へ排水（約0.3m3）（2016年9月14日公表済）

 10/3にピットへ水位計を設置し、水位トレンドの計測を開始（2016年10月3日公表済）

【現在までに確認された事象】
 まとまった降雨があった時にピット水位の上昇を確認

【今後の対応】

 降雨による水位上昇に対しては、今回設置した排水設備により速やかに移送する

 今後、以下の改善を図っていく

・漏えいリスクの低減及び高線量エリアでの作業等現場負担軽減の観点から排水設備の改善を
図る（2016年度内目途）

・根本的な対策として、排気筒解体時に筒身上部閉塞を実施

■ピット外へ流出していた可能性が考えられることから周辺の水質モニタリングを継続する

１／２号機排気筒ドレンサンプピットへの対策（全体概要）

「福島第一原子力発電所の敷地境界外に影響を与えるリスク総点検」（2015年4月28日公表済）の対応の１つとして１／
２号機排気筒ドレンサンプピット（以下「ピット」という。）の調査及び対策実施に取り組んできたもの。

③排水設備の設置（リスク総点検番号：19-2） １／２号機排気筒ドレンサンプピットへの対策
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 10月3日に水位計をインサービスし、下記の通り排水設備の設置が完了。
ピットの水位の計測を開始。（水位：約50cm）

 10月4日にピットから一時受けタンクにたまり水を移送（約0.18m3）

 10月29日に一時受けタンクにたまり水を移送（約0.18m3）

 11月11日に一時受けタンクにたまり水を移送（約0.14m3）

1．１／２号機排気筒ドレンサンプピット用仮設排水設備設置

③排水設備の設置（リスク総点検番号：19-2） １／２号機排気筒ドレンサンプピットへの対策
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降雨量が数mm程度の場合のピット水位は僅かな水位上昇に留まるが、まとまった
降雨の場合は、相当量の水位上昇を確認。

計
3mm

計
6mm

10mm
10mm

たまり水移送

計25.5mm

140mm

たまり水移送

ピット水位
[mm]

降雨量
[mm/h]

2．１／２号機排気筒ドレンサンプピット水位と降雨量の関係

ピット水位及び降雨量（2016.10.3～2016.10.31）

③排水設備の設置（リスク総点検番号：19-2） １／２号機排気筒ドレンサンプピットへの対策
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まとまった降雨の場合は、相当量の水位上昇を確認。

計23.0mm

120mm

たまり水移送

ピット水位
[mm]

降雨量
[mm/h]ピット水位及び降雨量（2016.11.1～2016.11.17）

2．１／２号機排気筒ドレンサンプピット水位と降雨量の関係

③排水設備の設置（リスク総点検番号：19-2） １／２号機排気筒ドレンサンプピットへの対策

25



３．現在までに確認された事象

 降雨時にピット水位の上昇を確認

まとまった降雨の場合にピット水位が上昇することを確認した。

４．雨水流入に対する対策

 漏えいリスクの低減及び高線量エリアでの作業等現場の負担軽減の観点から排水
設備の改善を図る。（2016年度内目途）

 根本的な対策として、現在検討中の排気筒解体時に筒身上部閉塞を実施する。

降雨によるピット水位上昇に対しては、今回設置した排水設備により速やかに移送すると
ともに、今後以下の改善を図っていく。

なお、まとまった降雨によるピット水位上昇を踏まえると、ピット外へ流出していた可能
性が考えられることから、周辺の水質モニタリングを継続する。

③排水設備の設置（リスク総点検番号：19-2） １／２号機排気筒ドレンサンプピットへの対策
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 排水設備を用いた２号機廃棄物処理建屋への移送概念図

【ピット内たまり水分析結果】

 ピット内たまり水の水質を分析（サンプリング実施日：2016.9.12)

（参考）１／２号機排気筒ドレンサンプピット排水設備・サンプリング

排水設備による移送概念図

自吸式ポンプ

深さ1m

③排水設備の設置（リスク総点検番号：19-2） １／２号機排気筒ドレンサンプピットへの対策
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（リスク総点検番号110）サブドレンNo.16ピットの対応状況について

 2015年10月以降、No.16ピットの放射能濃度は安定しているため、今後は１回／２ヶ月程度たまり水の汲上、放射能
濃度の測定を行う。今回の汲上では、直前の降雨の影響により一時的な汚染物の持ち込みによって放射能濃度の
上昇が認められた（昨年９月も同様）。

 当該ピットは近傍に1/2号排気筒があり、これらを含めた周辺状況の調査結果等により、対策を検討する。

2015/5/25

2015/7/22

2015/7/29

2015/8/27

2015/9/29

2015/10/30

2015/11/19

2015/12/17 2016/1/28

2016/3/30

2016/2/19
2016/4/25

2016/6/22

2016/8/26

2016/10/20
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 2・3号機海水配管トレンチ以外の建屋に接続しているトレンチについては溜まり水点検結果等に基づき，汚染水の漏えいリスク
や建屋への水流入リスク，現場状況を勘案し，順次，溜まり水除去・充填の対応を実施。未対策のトレンチについては，滞留水
がある建屋に接続しているトレンチ等を中心に，定期的に溜まり水点検を実施し状況把握を行うと共に，溜まり水の放射性物質
濃度，水量，現場状況等を勘案し，順次，溜まり水の除去や充填等の対応を計画していく。
今年度充填実施予定である下表のトレンチについては，今年12月までに完了予定。

（リスク総点検番号：93～102）今後のトレンチの対応について

構造物名称 充填実施状況 建屋接続状況、滞留水

2号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁ピット 2012年4月完了 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち107Bq/Ｌレベルの設備

3号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁ピット 2012年5月完了 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち105Bq/Ｌレベルの設備

共用プール連絡ダクト（高濃度汚染水確認範囲） 2013年2月完了 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち106Bq/Ｌレベルの設備

1号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁ピット 2015年11月完了 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち103Bq/Ｌレベルの設備

4号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁ピット 2015年11月完了 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち103Bq/Ｌレベルの設備

4号機海水配管トレンチ 2015年12月完了 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち105Bq/Ｌレベルの設備

1号機コントロールケーブルダクト 2016年3月完了 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち～102Bq/Ｌレベルの設備

1号機電源ケーブルトレンチ（4m盤） 2016年7月完了（約20m3） 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち～102Bq/Ｌレベルの設備

2号機海水配管（SW）トレンチ 2016年7月完了（約50m3） 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち溜まり水なしの設備

4号機共通配管ダクト（南側） 実施中 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち103Bq/Ｌレベルの設備

共用プール連絡ダクト 実施中 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち～102Bq/Ｌレベルの設備

廃棄物処理建屋間連絡ダクト 2016年6月完了（約270m3） 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち105Bq/Ｌレベルの設備

水処理建屋～1号機T/B連絡ダクト 2016年8月完了（約80m3） 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち調査不可の設備

3号機オフガス配管ダクト（北側） 2016年7月完了（約150m3） 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち調査不可の設備

4号機海水配管（SW）トレンチ 実施中 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち溜まり水なしの設備

1号機予備電源ケーブルダクト 2016年9月完了（約250m3） 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち～102Bq/Ｌレベルの設備

2号機薬品タンク連絡ダクト 実施中 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち溜まり水なしの設備

4号機薬品タンク連絡ダクト 2016年10月完了（約29m3） 滞留水がある建屋に接続しているトレンチ等のうち103Bq/Ｌレベルの設備

赤字：第35回現地調整会議からの進捗
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（リスク総点検番号：93～102）【参考】トレンチの対応状況

：既対応箇所

水処理建屋～
1号機T/B連絡
ダクト

1号機予備電源
ケーブルダクト

3号機オフガス配管ダクト

共用プール連絡ダクト

４号機海水配管（SW）トレンチ

４号機薬品連絡ダクト

２号機薬品連絡ダクト

：着手済箇所

４号機共通配管ダクト（南側）

２号機海水配管（SW）トレンチ

１号機電源ケーブルトレンチ
（4m盤）

４号機海水配管トレンチ

共用プール連絡ダクト

（閉塞済区間）

１号機コントロールケーブルダクト

廃棄物処理建屋間連絡ダクト

２号機ポンプ室
循環水ポンプ吐出弁ピット

３号機ポンプ室
循環水ポンプ吐出弁ピット

４号機ポンプ室
循環水ポンプ吐出弁ピット

１号機ポンプ室
循環水ポンプ吐出弁ピット

30


